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　41
年
の
長
き
に
わ
た
る
前
職
、星
空
の
観
測
に
の
め
り
こ
ん

で
し
ま
っ
た
の
で
、毎
日
数
字
や
外
国
語
と
の
格
闘
で
し
た
。そ

し
て
、昼
夜
を
問
わ
ず
寝
不
足
と
格
闘
し
な
が
ら
何
万
、何
十

万
…
数
え
切
れ
な
い
ほ
ど
の
星
の
中
か
ら
新
天
体
を
発
見
し

命
名
し
、宇
宙
と
の
対
話
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。そ
ん
な
こ
と
で

す
っ
か
り「
本
を
読
む
」こ
と
か
ら
離
れ
て
い
た
の
で
し
た
。

　2
0
1
3
年
4
月
か
ら「
夜
の
生
活
か
ら
昼
の
生
活
へ
と

…
」仙
台
市
民
図
書
館
専
門
員
と
し
て
勤
務
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。今
度
は
文
字
と
格
闘
し
な
が
ら
数
十
万
冊
の
本

を
相
手
に「
本
の
宇
宙
」を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。最
初
に
手
に

取
っ
た
本
の
宇
宙
は
、司
馬
遼
太
郎
さ
ん
の「
坂
の
上
の
雲
」で

し
た
。

　書
架
整
理
も
楽
し
い
仕
事
の一つ
で
、い
ろ
い
ろ
な
発
見
を
し

て
い
ま
す
。そ
し
て
、本
の
中
の
歴
史
も
楽
し
ん
で
い
ま
す
。宇

宙
の
年
齢
か
ら
み
る
と
一
瞬
の
出
来
事
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、

そ
の一
瞬
が
奥
深
く
調
べ
れ
ば
調
べ
る
ほ
ど
多
く
の
疑
問
が
わ

い
て
き
ま
す
。そ
の
疑
問
を
解
消
す
る
た
め
に
書
架
を
隈
な
く

捜
し
ま
わ
る
の
で
す
。必
要
と
な
れ
ば
地
下
書
庫
に
も
出
向
い

て
新
し
い
発
見
を
求
め
て
い
く

と
、机
上
に
は
沢
山
の
資
料
が

積
み
重
な
っ
て
い
る
の
で
す
。そ

れ
ら
の
資
料
と
向
か
い
合
っ
て

い
る
と
き
に「
新
し
い
発
見
」

が
生
ま
れ
て
く
る
の
で
す
。

　今
日
も
書
架
を
巡
り
な
が

ら「
本
の
宇
宙
」の
新
発
見
を

夢
見
て
い
ま
す
。
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の
宇
宙

 

小
石
川 

正
弘

子ども図書室での
おはなし会のようす

宮城県図書館では、「こどもの読書週間」にあわせて、子どもの読書活動を
推進するために「子どもの本展示会」を下記の日程で開催します。平成27年に
出版された本の中から約1,700冊を選び、絵本や読み物、知識の本、児童書研
究書などを展示します。新しい本との出会いの場としてご来場ください！

なお、本展示会終了後は子どもの本展示会として、希望する各市町村図書
館や公民館、小学校等を巡回する予定です。
●期　間　平成28年4月23日（土）から5月12日（木）
●場　所　図書館　1階エントランス
●時　間　開館日の午前9時から午後7時（日曜・祝日は午後5時まで）
●お問い合わせ　子ども図書室（2階）TEL　022－377－8447

東日本大震災から5年、これまで県図書館で収集・整理した震災や復興の
記録を紹介します。県内の様々なところから集めた記録は、ふるさと宮城の貴
重な歴史的資料であり、永く後世に伝え残していかなければいけない記録で
す。また、昨年6月に公開した震災デジタルアーカイブである「東日本大震災
アーカイブ宮城」についても併せて紹介します。
●期　間　平成28年3月11日（金）～平成28年6月24日（金）
●時　間　図書館開館日の午前9時から午後5時まで
●場　所　宮城県図書館　2階　展示室
●お問い合わせ　企画協力班　TEL022-377-8444

『本屋図鑑』 

第46回子どもの本展示会を開催します

私が子供の頃、近所には何軒かの「町の本屋さん」がありました。本好きの私に
とって、とても落ち着ける大好きな場所でもありました。あれから、うん十年たち、仙台
の街から地元の本屋さんは、その多くが姿を消してしまい、私としては一抹の寂しさが
あります。出版不況といわれている現在において、本屋さんの経営は昔に比べて難しく
なっています。インターネットの普及など時代の流れもあり、仕方のないことなのかも
しれませんが、本好きの私としては「町の本屋さんも頑張れ！」と日々思っています。

さて、そんな「本屋好き」の私がおすすめする本がこの「本屋図鑑」です。本書は1人
で出版社を経営している夏葉社の島田潤一郎さんと、「空犬通信」というブログで情
報発信している空犬太郎さんが全国の「町の本屋さん」を訪問して取材し、イラスト
レーターの得地直美さんが店内の様子を素敵なイラストで描いた「本屋さんを紹介
した本」です。書店を紹介している本は今まで多数出版されていますが、本書は書名
が「本屋図鑑」とあるように、図鑑のように楽しめるよう様々な工夫がされています。ま
ず一つめは、47都道府県の全ての県の本屋さんを紹介していること。北は北海道から
南は沖縄まで、最北端の書店もあれば、ここから先、南には本屋が無いので、漫画本1
冊でも船で配達する島の本屋さんまで紹介されています。また、2つめは、せっかく図
鑑と銘打っているのだからと、いろいろなタイプの本屋さんをテーマごとに紹介してい
ること。お店の場所や本棚等、様々な視点から本屋さんの特徴に合わせて紹介してい

　平成27年1月22日～2月4日の蔵書点検期間に、宮城県図書館では映画
『図書館戦争THE LAST MISSION』のロケ撮影が行われました。映画の公
開を記念して、10月17日、24日、31日、11月21日に、館内外のロケ撮影場所
を巡る見学ツアーを開催し、のべ4日間全8回のツアーで120名の参加者が
ありました。
　当初、全6回の予定でしたが、定員を大きく超えるご応募をいただき、追加
開催のご要望が多数寄せられたため、2回のツアーを追加で開催しました。ツ
アーの参加者からは、「久しぶりに図書館に来て、又通いたいなと思いまし
た。」「初めて来館しましたが、すてきなところで驚きました。」といった感想を
いただきました。県外からは、東京都や埼玉県、大阪府と言った遠方からご来
館された方もいらっしゃいました。
　同時期に開催していた特別展「図書館の自由に関する宣言」では、9月4日
～11月27日の期間で展示室に約3万2000名近くの入室者がありました。撮
影で使われた小道具や衣装の展示だけでなく、原作のテーマでもある「図書
館の自由に関する宣言」の説明もご覧いただき、「知る権利」を守る図書館の
使命について理解を深めていただけたものと思います。
　ツアー以外でも映画公開期間中には、館内外で映画のファンと思われる
方々が見学に訪れる様子が多く見られました。特に、監督と出演者に愛称を
付けていただいた「カミツレ広場」では、多くの方が映画のシーンと同じ光景
を楽しむ様子がうかがえました。
　宮城県図書館では、毎月第3土曜日に定期見学ツアーを開催しています。
映画が撮影された書庫等、普段入ることができない場所をご覧いただけます
ので、ぜひご参加ください。

るので、読んでいて自分がその店舗に行っているような気
持ちにさせられます。単なる書店紹介で終わるのではなく、
地元で有名な老舗書店の歴史や著名な作家さんと本屋さ
んの交流のお話等、ひとつひとつの本屋さんが地元の人々
にとってかけがえのないものになっていることをちょっとし
たエピソードを通して紹介しています。

本書のもう一つの特徴は、得地さんの描かれた各店舗のイラストです。鉛筆書き
で詳細にそのお店の特徴を写し取っています。よくもここまで細やかに描けるなと感
心してしまいます。このイラストだけでも一見の価値があります。そしてイラストを見て
いると「あたりまえだけど同じ本屋さんは無いんだよね」と思ってしまいます。それぞ
れの本屋さんのお店への思い入れが読んでいる私達に伝わってくるイラストになって
います。

そして巻末には附録として、「本屋さんの1日」や「知っておきたい本屋さん用語集」
等も収録されているので、読めばあなたも「本屋さん通」になれます。

最後に本書を読んで思うのは「本屋」さんって、本当におもしろいということ。みな
さんも、本屋さんに行った時は、今までと違った視点で本屋さんを見てみてはいかが
でしょうか。　　　　　　　　　　　　　　　 （震災文庫整備チーム　安藤祐子）
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本誌『ことばのうみ』の題字を書かれた作家の高
田宏氏が平成27年11月24日に逝去されました。
謹んでご冥福をお祈り申し上げます。

題字　作家・高田　宏 氏

表紙エッセイ　　著者紹介

小石川正弘（こいしかわ・まさひろ）
1952年4月1日　旧宮城町生まれ。
1972年より2013年3月まで仙台市天文台
勤務。この間、19個の小惑星に仙台に因ん

だ名前を命名、2個の超新星と新星を発見。
2013年4月より現職。

〈問い合わせ先〉宮城学習センター
〒980－8577　仙台市青葉区片平二丁目1番1号（東北大学片平地区内）

電話 022－224－0651  FAX 022－224－0585
　　 miyagi-sc@ouj.ac.jp 放送大学 検索

学位取得・キャリアアップ・社会貢献…「学ぶあなた」を応援します 広告
　放送大学では、平成28年度第1学期（4月入学生）の学生を募集中で
す。また、授業科目の番組をBSデジタル放送で無料の配信を行っており
ます。（テレビ231CH，ラジオ531CH）。
　放送大学には、興味のある科目を好きな数だけ学べるコースと、大学卒
業等を目指して学べるコースがあります。
　心理学・健康福祉・歴史学・外国語・社会・経済・情報・文学・芸術など、幅広
い分野の300を超える科目の中から、希望する科目を「1科目」から学ぶ
ことができます。
　大学の授業料（テキスト費込み）は、半年間1科目（2単位）当たり
11,000円で、登録科目数分を納入すればよいので、ムダがありません。
　また、大学の入学料は、卒業を目指すコースで24,000円、興味のある科
目を学ぶ1年間のコースで9,000円、半年間のコースでは7,000円です。
　例えば、卒業するために必要となる124単位を修得の場合、入学料・授

業料の合計は約70万6千円で、学費の負担が少なく、とても経済的です。
　放送大学宮城学習センターには、様々な目的で、幅広い年代や職業の
約2,000名の学生の方が、ライフスタイルに合わせて学んでいます。
　入学のチャンスは年2回。4月と10月です。詳しくはお気軽にお問い合
わせください。
《4月入学出願期間》
【第1回募集】 平成27年12月1日（火） ～ 平成28年 2月29日（月）
【第2回募集】 平成28年  3月1日（火） ～ 平成28年 3月20日（日）　
《10月入学出願期間》（予定）
【第1回募集】 平成28年 6月15日（水） ～ 平成28年 8月31日（水）
【第2回募集】 平成28年 9月  1日（木） ～ 平成28年 9月20日（火）
 ※出願期間は変更になる可能性があります。詳細はホ－ムペ－ジ等で
　 ご確認ください。

1科目からでも学べる 学士・修士・博士の学位も取得できる

宮城学習センターの赤レンガの建物
は、大正12年に開設された東北帝
国大学理学部生物学教室の施設と
して建てられたもので、当時の仙台
では珍しい鉄筋コンクリート構造の
建物でした。

放送大学は、放送大学学園（文部科学省・総務省所管）によって設置された正規の通信制の大学です。

『図書館戦争 THE LAST MISSION』
  ロケ地巡りツアーを開催しました。

《叡智の杜》
レポート

（絵：得地直美／文:本屋図鑑編集部　夏葉社刊）

特集 絵本の魅力絵本の魅力

東日本大震災文庫展Ⅵ「いつまでも忘れないために
～未来へ伝える記憶と記録～」を開催します。
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「絵本は心の栄養」と言われるように、絵本はいつの時代も子どもの成長
に欠かせない存在です。そこで、絵本にはどんな魅力があるのか、改めて
問い直してみたいと思います。

2 3

絵本の魅力

イギリス・ブライトン生まれ。はじめて出版した作品『オオカミ』で、イギ
リスで最も優れた絵本作家に贈られる、権威あるケイト・グリーナウェイ
賞を受賞する。2008年にもLittle Mouse's Big Book of Fears
で、ふたたび同賞を受賞し、他の作品でも複数回、候補としてノミネート
された。他にも、ネスレ子どもの本賞銅賞など受賞実績は多数である。
卓抜した画力、意外性のあるストーリー展開、細部まで作りこまれたユ
ニークな造本など、独自性あふれる彼女の作品は世界的に高く評価さ
れている。

エミリー・グラヴェット氏 （Ms. Emily Gravett）

エミリー・グラヴェットさんが宮城にやってくる！

七ヶ浜町中央公民館

七ヶ浜町中央公民館図書室（図書センター）は、震災で施設が使用で
きなくなり、中央公民館のロビー等を利用して図書の貸出しを行っていま
したが、平成27年8月に、中央公民館内に「図書コーナー」としてリニューア
ルオープンしました。
開架や接客カウンター、閉架書庫を含めた施設面積は178㎡と小さな図
書室ではありますが、明るい雰囲気でお客様にも好評を得ております。ま
た、今回のリニューアルに併せて、学習室（90㎡）が併設されました。これま
でロビーでの貸出しの際は閲覧等ができる場所がなく、お客様にご不便を
おかけしておりましたが、独立した学習室を併設したことにより、多くの方に
利用していただけるようになりました。特に夕方からは、勉強の場として多く
の学生さんに利用していただいております。また、当館の絵本を活用した、
読み聞かせボランティアの活動も、年々多くの方に参加いただいており大
変うれしく思っています。
他市町の大きな図書館と比べますと、スペース的にも蔵書数などでも

七ヶ浜町中央公民館 館長　庄子 克也シリーズ第46回 

図 書 館 a r o u n d  t h e   み や ぎ

当然敵いませんが、小さな町の図書室らしく、これからも、訪れていただいた
お客様に対し、身近な相談事にも対応できる、居心地の良い図書室であり
たいと願い、司書だけではなく、公民館職員も日々対応していきたいと考え
ております。
職員一同笑顔でお待ちしておりますので、ぜひ、七ヶ浜町図書センター
へお越し下さい。

蔵書冊数／児童書 ： 12,570冊
　　　　　一般書 ： 23,055冊
開館時間／午前9時～午後5時
●休館日／毎週月曜日、年末年始等
住　　所／〒985-0802
　　　　　七ヶ浜町吉田浜字野山5－9
電話/FAX/022-357-3302/357-2615

　絵本の読み聞かせが持つ「力」が見直され、最近社会全体に
読み聞かせの「輪」が広がっています。ひとくちに「読み聞かせ」
といっても、親が子に読み聞かせる身近なものから、図書館、保
育所、幼稚園、小学校、老人ホームなどで実施しているものな
ど、その規模や内容、時間は様々です。
　絵本を一人で読むのと、読み聞かせでは大きな違いがありま
す。読み聞かせの場合は「耳」で物語を聞きながら絵を見るた
め、より絵に集中することができ、物語の世界に自然に入り込む
ことができます。また、読み手が一方的に読むだけでなく、時に

は聞き手とのやり
取りを交えながら
読 むことによっ
て、読み手と聞き
手の間に一体感
が生まれます。
　絵本が「心の架
け橋」となって、大人と子どもが心を通い合わせることができる
点が、読み聞かせの大きな魅力と言えるのではないでしょうか。

絵本の魅力

　絵本はコミュニケーショ
ンツールとしての魅力があ
ります。ひとりで読むことの
できない幼い子どもは、読み
手の声を通し、「絵本の世界」へ
と入ります。身近な人の声や息遣
い、肌のぬくもりや匂いを感じながら耳か
ら聞く物語は、子どもにとって大きな喜びとなるの
ではないでしょうか。そうして得た大きな感動と幸福な思い出
は、大人になってもずっと残っていきます。
　次に、絵本を読むことで、豊かな感受性を身に付けることがで
きます。絵本を通して、自分ではことばにできない感情に気付い
たり、他人の気持ちを思いやる心を学んだりできます。絵本とい
う素朴でシンプルな表現だからこそ、読む人にストレートに伝わ
り、心に訴えかけてきます。嬉しさや楽しさばかりでなく、悲しみ
や苦しみを間接経験することで人生の奥深さを知り、「生きる
力」が身に付くのではないでしょうか。

　更に、絵本は自分の知ら
ない様々な世界を見せてく

れます。子どもは人生経験が
少なく、自分の周りの狭い世界

しか知りません。絵本を通して自
分の知らない世界に触れることは、

子どもにとって目が覚めるような体験で
す。絵本からたくさんの刺激を受け、想像力を高め

ることは、自分の可能性を広げることにつながるのではないで
しょうか。
　絵本には人を優しい気持ちにしたり、心を癒したりする効果
があるのでしょう。世代を問わず、心の奥底に深く訴えかける大
切な「何か」に出会えます。子どもはもちろん、日々の忙しさに
翻弄されがちな大人にとっても、絵本が与えてくれるものは大き
いと思います。生きていくために必要な「心の栄養」がギュッと
詰め込まれた絵本、ぜひ手にとって見てはいかがでしょうか。

♣おはなし会を開催 ！
　現在子ども図書室では、第
一から第四までの金曜日・土曜
日、毎週日曜日、および第三水
曜日に、おはなし会を開いて
います。場所は、子ども図書室
の中にある黄色い「おはなし
コーナー」です。時間は30分

ほどで、小さなお子さんから小学生まで、幅広い年齢の方が参
加しています。絵本を読んだり紙芝居を演じたり、手遊びをした
りします。事前の予約などは不要です。

♣公開講座を実施 ！
　今年度宮城県図書館では、どなたでも参加できる公開講座を
開催し、ストーリーテリングやわらべうたについての講座に、多
くの方のご参加をいただきました。
　次年度以降もこのような講座を実施する予定です。期日が近
くなりましたら、宮城県図書館ホームページ等でお知らせをしま
すので、興味のある方はぜひご参加ください。

絵本と読み聞かせ

〜県図書館の取組み〜

　イギリスで最も優れた絵本画家に贈られる、ケイト・グリーナウェイ賞を2度受賞
したエミリー・グラヴェットさんを宮城にお招きし、講演会を開催します。
　意外な仕掛けが込められたエミリーさんの絵本は遊び心が満載です。美しい絵
に加えて、お話の最後まで読む人を引きこむストーリー展開は、子どもだけでなく大
人も楽しめます。このたび、エミリーさんをお招きし、絵本の魅力や創作活動につい
て、被災地の子どもたちへの希望のメッセージを込めて、語っていただきます。
　もう一度、子どもの気持ちに戻って、絵本を楽しみませんか？

お問い合せ先
宮城県図書館企画協力班
022-377-8444

※事前申込みは、宮城県図書館ホームページの専用申込みフォーム（下記URL又は右QRコード）
　https://www.library.pref.miyagi.jp/limesurvey/index.php?sid=93286&lang=ja 
　FAXの場合は，022-377-8484へ、「エミリー・グラヴェット氏講演会参加申込み」と記載のうえ、
　氏名・ふりがな・連絡先をお知らせください。席に空きがあれば当日の参加も可能です。

Emily Gravett

子ども図書室

小峰書店

エミリー・グラヴェット作，
ゆづきかやこ訳

『オオカミ』

イギリスの絵本作家

講師紹介講演会
日　時 ： 2016年2月24日（水）
　　  　14時～17時（定員200名先着順） ●入場無料
場　所 ： せんだいメディアテーク1階  オープンスクエア
　　　　（仙台市青葉区春日町 2-1）

聞き手 ： 星乃ミミナ氏

通　訳 ： リチャード・ハルバーシュタット氏

フレーベル館

エミリー・グラヴェット作，
福本友美子訳

『もっかい！』

七ヶ浜町中央公民館

特集

しょう　じ　　かつ　や

※QRコードは(株)デンソーウェーブの登録商標です

Ｎ


